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(57)【要約】
【課題】インクジェット方式により、色ムラなく、均一な着色層を簡単に形成できるレン
ズの製造方法を提供すること
【解決手段】インクジェット方式によるレンズの製造方法であって、透明な組成物と顔料
または染料の少なくともいずれかを含んだ組成物（Ａ）と、透明な組成物（Ｂ）とを、イ
ンクジェット方式によりレンズ基材表面に塗布する塗布工程と、前記塗布工程により形成
された塗布層を乾燥することにより着色層として前記基材表面に定着させる定着工程とを
備えている。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット方式によるレンズの製造方法であって、
　透明な組成物と顔料および染料のうち少なくともいずれかを含んだ組成物（Ａ）と、透
明な組成物（Ｂ）とを、インクジェット方式によりレンズ基材表面に塗布する塗布工程と
、
　前記塗布工程により形成された塗布層を乾燥することにより着色層として前記基材表面
に定着させる定着工程とを備えた
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のレンズの製造方法であって、
　前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくとも一方の２５℃における表面
張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が１５≦Ｘ≦４０である
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【請求項３】
　請求項１に記載のレンズの製造方法であって、
　前記組成物（Ｂ）の２５℃における表面張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が１５≦Ｘ≦４０である
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれかに記載のレンズの製造方法であって、
　前記塗布工程における、前記組成物（Ａ）と前記組成物（Ｂ）との吐出割合が質量比で
、組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）が１／０．５から１／８までの範囲である
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれかに記載のレンズの製造方法であって、
　前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくともいずれかが有機ポリマーを
含む組成物である
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれかに記載のレンズの製造方法であって、
　前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくともいずれかが金属酸化物ゾル
を含む組成物である
ことを特徴とするレンズの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズの製造方法に関する。より詳しくは、インクジェット方式によるレン
ズの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、眼鏡用などのプラスチックレンズの着色方法としては、レンズ基材を直接染色す
る方法や、レンズ基材に被染色層を形成した後に染色する方法など多数存在する。しかし
ながら、これらの方法はレンズ基材の化学的あるいは物理的性質により、染色条件にバラ
つきが出るという問題の他、色別に染色ポットを用意する必要があるなど、生産性が低く
、色合い等に対する多用なニーズに応え難いという問題があった。
　一方、より簡単に所望の色合いで着色を行うことが可能な方法として、インクジェット
方式によるカラーレンズの製造方法が知られている（特許文献１～３）。
【０００３】
　特許文献１には、水分散ポリマーからなる結合剤と、コロイドを含有する物質または／
および吸水性ポリマーを含有する物質からなる透明の印刷プライマーを レンズ基材の表
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面に積層させ、その後、インクジェットプリンターでこの印刷プライマー上に印刷して着
色する方法が記載されている。
　特許文献２には、染料・顔料インクに水溶性の樹脂を混ぜてプラスチックレンズ基材に
インクジェット方式で印刷する方法が記載されている。
　特許文献３には、重合前のプラスチックレンズにおいて、顔料または染料の分散液をハ
ードコート層の内面かプライマーの内面、あるいは反射防止膜の内面にインクジェット方
式により吐出して着色された膜を形成する方法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－５２８２５３号公報
【特許文献２】特開平８－２００８０号公報
【特許文献３】特開２００６－２６４１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、インクジェット方式による着色に先立っ
て、印刷プライマーをレンズ表面に積層させる必要がある。また、特許文献２に記載の発
明では、インクジェット方式によるプリント後、当該プラスチックレンズをオーブン中で
１００℃～１３０℃で１時間加熱し、染料を拡散させる必要がある。さらに、特許文献３
に記載の発明では、着色後、重合を行う必要がある。すなわち、特許文献１～３に記載の
発明では、いずれもインクジェット方式による着色の前か後で、着色膜を均一にするため
の工程が必要であり、必ずしも生産効率がいいとは言えない。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、このような従来の問題を解決し、インクジェット方式により
、色ムラなく、均一な着色層を簡単に形成できるレンズの製造方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のレンズの製造方法は、インクジェット方式によるレンズの製造方法であって、
透明な組成物と顔料および染料のうち少なくともいずれかを含んだ組成物（Ａ）と、透明
な組成物（Ｂ）とを、インクジェット方式によりレンズ基材表面に塗布する塗布工程と、
前記塗布工程により形成された塗布層を乾燥することにより着色層として前記基材表面に
定着させる定着工程とを備えたことを特徴とする。
　ここで「透明な」とは、無彩色で透明である状態を言い、塗布した層において、ＣＩＥ
　１９７６　（Ｌ＊，　ａ＊，　ｂ＊）　色空間のａ＊が±５かつｂ＊が±５未満（ａ＊
≦｜５｜かつｂ＊≦｜５｜）で、さらに、視感透過率が８５％以上であることを言う。
【０００８】
　本発明によれば、インクジェット方式により両組成物を塗布し、乾燥するだけで、レン
ズ基材に直接着色層を形成できる。しかも、色ムラがなく、均一な層が形成できる。
　従来は組成物（Ｂ）を塗布せず、組成物（Ａ）のみを塗布したため、形成される着色層
が十分に均一な層ではなかった。しかしながら本願発明によれば、組成物（Ｂ）を併せて
塗布したので、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）とが隙間なく塗布され、従来は塗布された組
成物（Ａ）間に出来ていた隙間をなくすことができたと考えられる。そして、その結果、
均一な層を形成することができたと考えられる。
【０００９】
　本発明では、前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくとも一方の２５℃
における表面張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が１５≦Ｘ≦４０であることが好ましい。さらには、前記
組成物（Ｂ）の２５℃における表面張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が１５≦Ｘ≦４０であることがより
好ましく、両組成物の表面張力Ｘがともに１５≦Ｘ≦４０の範囲にあることが最も好まし
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い。
　この発明によれば、前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくとも一方の
２５℃における表面張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が所定の範囲にあるので、染料や顔料の溶媒への分
散性と、レンズ基材表面への濡れ性とのバランスをうまく保つことができる。
【００１０】
　さらに本発明では、前記塗布工程における、前記組成物（Ａ）と前記組成物（Ｂ）との
吐出割合が質量比で、組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）が１／０．５から１／８までの範囲で
あることが好ましい。
　この発明によれば、前述の効果をより一層発揮することができ、特にレンズ基材を所望
の色合いとすることができる。
【００１１】
　また、本発明では、前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくともいずれ
かが有機ポリマーを含む組成物であることが好ましい。
　この発明によれば、上述の効果の他、レンズ基材と着色層との密着性の向上、耐衝撃性
の向上という効果を発揮することができる。
【００１２】
　さらに、本発明では、前記組成物（Ａ）および前記組成物（Ｂ）のうち少なくともいず
れかが金属酸化物ゾルを含む組成物であることが好ましい。
　この発明によれば、上述の効果の他、レンズ基材と着色層の屈折率差が小さくなるよう
に金属酸化物ゾルの種類や量を調整することで、干渉縞が減るという効果を奏する。また
、金属酸化物ゾルがフィラーとして作用することにより耐水性、耐候性や耐光性が向上す
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】従来の塗布層の模式図
【図２】（Ａ），（Ｂ）本発明の実施形態に係る塗布層の模式図。
【図３】本発明の実施形態を実施するための装置の一例を一部拡大した図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について説明するが、本発明は、以下の実施の形態に限定さ
れるものではない。
　本実施形態におけるレンズの製造方法により製造されるレンズは、眼鏡用のプラスチッ
クカラーレンズである。ここで、カラーレンズとしては、モノクロのものや、モノカラー
のものも含む。
【００１５】
[レンズ基材の材質]
　レンズ基材の材質としては、特に限定されないが、屈折率が１．６以上の透明なプラス
チック素材を使用することがレンズの軽量化の点で好ましい。例えば、イソシアネート基
またはイソチオシアネート基を持つ化合物と、メルカプト基を持つ化合物を反応させるこ
とによって製造されるチオウレタン系プラスチックや、エピスルフィド基を持つ化合物を
含む原料モノマーを重合硬化して製造されるエピスルフィド系プラスチックをレンズ基材
の素材として使用することができる。
【００１６】
　チオウレタン系プラスチックの主成分となるイソシアネート基またはイソチオシアネー
ト基を持つ化合物としては、公知の化合物が何ら制限なく使用できる。
　イソシアネート基を持つ化合物の具体例としては、エチレンジイソシアナート、トリメ
チレンジイソシアナート、２，４，４－トリメチルヘキサンジイソシアナート、ヘキサメ
チレンジイソシアナート、ｍ－キシリレンジイソシアナート等が挙げられる。
【００１７】
　また、メルカプト基を持つ化合物としても、公知の物を用いることができる。例えば、
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１，２－エタンジチオール、１，６－ヘキサンジチオール、１，１－シクロヘキサンジチ
オール等の脂肪族ポリチオール、１，２－ジメルカプトベンゼン、１，２，３－トリス（
メルカプトメチル）ベンゼン等の芳香族ポリチオールが挙げられる。また、プラスチック
レンズの高屈折率化のためには、メルカプト基以外にも、硫黄原子を含むポリチオールが
より好ましく用いられ、その具体例としては、１，２－ビス（メルカプトメチルチオ）ベ
ンゼン、１，２，３－トリス（メルカプトエチルチオ）ベンゼン、１，２－ビス（（２－
メルカプトエチル）チオ）－３－メルカプトプロパン等が挙げられる。
【００１８】
　また、エピスルフィド系プラスチックの原料モノマーとして用いられる、エピスルフィ
ド基を持つ化合物の具体例としては、公知のエピスルフィド基を持つ化合物が何ら制限な
く使用できる。既存のエポキシ化合物のエポキシ基の一部あるいは全部の酸素を硫黄で置
き換えることによって得られるエピスルフィド化合物が挙げられる。また、プラスチック
レンズの高屈折率化のためには、エピスルフィド基以外にも硫黄原子を含有する化合物が
より好ましい。具体例としては、１，２－ビス（β－エピチオプロピルチオ）エタン、ビ
ス－（β－エピチオプロピル）スルフィド、１，４－ビス（β－エピチオプロピルチオメ
チル）ベンゼン、２，５－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－１，４－ジチアン
、ビス－（β－エピチオプロピル）ジスルフィド等が挙げられる。
【００１９】
[組成物（Ａ）]
　組成物（Ａ）としては、染料や顔料の分散系が好ましく用いられる。染料としては、直
接染料、酸性染料、食用染料、塩基性染料、反応性染料、分散染料、建染染料、可溶性建
染染料、および反応分散染料など通常のインクジェット方式に用いられる各種の染料が適
用可能である。例えば、ニトロソ染料、ニトロ染料、アゾ染料、スチルベンアゾ染料、ケ
トイミン染料、トリフェニルメタン染料、キサンテン染料、アクリジン染料、キノリン染
料、メチン染料、ポリメチン染料、チアゾール染料、インダミン染料、インドフェノール
染料、アジン染料、オキサジン染料、チアジン染料、硫化染料、アミノケトン染料、オキ
シケトン染料、アントラキノン染料、インジゴイド染料、およびフタロシアニン染料など
のいずれかを適当な溶媒（水、アルコール系もしくはその他の有機溶媒）に分散させて組
成物（Ａ）として使用できる。上記染料は１種単独でも、２種以上併用しても用いること
ができる。
【００２０】
　顔料としては、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャネル
ブラック等のカーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）類、酸化鉄、酸化チタ
ン等を使用することができる。また、有機顔料としては、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料
、アゾレーキ、キレートアゾ顔料などのアゾ顔料、フタロシアニン顔料、ペリレン及びペ
リノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサン顔料、チオインジゴ顔
料、イソインドリノン顔料、キノフタロン顔料等の多環式顔料、ニトロ顔料、ニトロソ顔
料、アニリンブラック、昼光蛍光顔料等を使用できる。これらの顔料のいずれかを適当な
溶媒（水、アルコール系もしくはその他の有機溶媒）に分散させて組成物（Ａ）として使
用できる。上記顔料は１種単独でも、２種以上併用して用いることもできる。
　上述した染料や顔料は併用することもできる。耐光性や耐水性の観点からは顔料の方が
好ましい。
【００２１】
　染料および顔料に対する分散剤としては、界面活性剤を添加することが好ましい。界面
活性剤としては、例えば、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン
酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物、ラウリル硫酸塩
などの陰イオン界面活性剤、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、アルキルアミンエーテル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸
エステル等の非イオン界面活性剤などが挙げられる。これらの界面活性剤は、レンズ基材
の目標とする着色濃度に応じて、使用する染料および顔料の量（１００質量部）に対して
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０．００５質量部以上１０質量部以下の範囲で使用するのが好ましい。
【００２２】
　また、組成物の表面張力を下げるために使用する界面活性剤としては、例えば、シリコ
ーン系界面活性剤、フッ素系界面活性剤、炭化水素系界面活性剤を用いることができる。
これらの界面活性剤は全組成物基準で０．００５質量％以上２．０質量％以下、好ましく
は０．０１質量％以上０．５質量％以下含有されるのが好ましい。
【００２３】
　そして、これらの染料および顔料、界面活性剤の中から適宜選択して組成物（Ａ）を調
製すればよい。また、染料および顔料に要求される特性として、分散性、可溶性および染
料および顔料の安定性(使用溶剤に対して化学反応が起こらないこと)などがあり、このよ
うな特性を考慮して具体的な染料および顔料を選択する。
　これらの染料および顔料の配合量も、目的とするカラーレンズの色調に応じて適宜決定
すればよい。なお、染料および顔料を多量に使用すると、分散および溶解しないおそれが
あるので、分散および溶解する程度の配合量が好ましい。逆に染料の使用量が少量の場合
、着色層を厚くする必要があるため、目的色となる着色層を形成するのは困難となる。こ
のような点を踏まえて最終的な配合量を決定する。
【００２４】
　本実施形態では、組成物（Ａ）および後述する組成物（Ｂ）の少なくともいずれかが有
機ポリマーや金属酸化物ゾルを含むことも好ましい。
　有機ポリマーとしては、極性基を有するものが好ましく、極性基を有する有機ポリマー
としては、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、メラミン樹脂、ポリオ
レフィン樹脂、ウレタンアクリレート樹脂、エポキシアクリレート樹脂等の各種樹脂を使
用することが可能である。この内、硫黄原子を含むレンズ基材に対する密着性と、後述す
る金属酸化物ゾルの分散性の点から、ポリエステル樹脂を好ましく用いることができる。
　ポリエステル樹脂を用いると、樹脂中のエステル結合および側鎖に付いたヒドロキシル
基やエポキシ基が基材（プラスチック眼鏡レンズの表面分子）と相互作用を生じ易く、高
い密着性を発現する。さらに、染料および顔料に対する親和性も向上する。なお、ポリエ
ステル樹脂のｐＨは弱酸性を示す場合が多く、フィラーとなる金属酸化物ゾルが安定に存
在できるｐＨと合致する場合が多い。よって、着色層に金属酸化ゾルが局在化せずに均質
に分散した状態となり、着色層の架橋密度を安定化もしくは向上させ、耐水性および耐光
性も向上する。
【００２５】
　金属酸化物ゾルとしては、シリカ、チタニアゾル、アルミナゾル等が挙げられ、中でも
チタニアゾルが好ましく用いられる。
　チタニアゾルとしては、酸化チタンのみを含有するものであってもよく、酸化チタンと
他の無機酸化物とを含有するものであってもよい。例えば、酸化チタンと、Ｓｉ、Ａｌ、
Ｓｎ、Ｓｂ、Ｔａ、Ｃｅ、Ｌａ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｗ、Ｚｒ、Ｉｎ等金属の酸化物を混合して
使用してもよい。さらに、金属酸化物ゾルとしては、酸化チタンと他の無機酸化物との複
合粒子であってもよい。複合粒子を使用する場合には、例えば、Ｓｉ、Ａｌ、Ｓｎ、Ｓｂ
、Ｔａ、Ｃｅ、Ｌａ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｗ、Ｚｒ、Ｉｎ等の金属の酸化物と、酸化チタンとが
複合したものを使用すればよい。また、酸化チタンとしては、アナターゼ型よりも、光触
媒作用が相対的に少なく、屈折率も高いルチル型を用いることが好ましい。
【００２６】
[組成物（Ｂ）]
　組成物（Ｂ）としては、塗布した層において、ＣＩＥ　１９７６　（Ｌ＊，　ａ＊，　
ｂ＊）　色空間のａ＊が±５かつｂ＊が±５未満（ａ＊≦｜５｜かつｂ＊≦｜５｜）で、
さらに、視感透過率が８５％以上である組成物を用いることができ、例えば、上記組成物
（Ａ）において、染料および顔料を含まない組成物を使用すればよい。すなわち、組成物
（Ｂ）は、組成物（Ａ）から着色成分を除いた無色透明な成分とすればよい。また、組成
物（Ａ）と同様に、さらに有機ポリマーと金属酸化物ゾルを含むものが好ましい。
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【００２７】
[組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）の表面張力および粘度について]
　本実施形態における組成物（Ａ）および組成物（Ｂ）のうち少なくとも一方の２５℃に
おける表面張力Ｘは、１５ｍＮ／ｍ≦Ｘ≦４５ｍＮ／ｍであることが好ましい。さらには
、前記組成物（Ｂ）の２５℃における表面張力Ｘ[ｍＮ／ｍ]が１５≦Ｘ≦４０であること
がより好ましく、両組成物の表面張力Ｘがともに１５≦Ｘ≦４０の範囲にあることが最も
好ましい。
　両組成物の２５℃における表面張力が１５ｍＮ／ｍ未満であると、染料や顔料（固形分
）を溶媒にうまく溶解あるいは分散させることができなくなるおそれがある。また、この
表面張力Ｘが４５ｍＮ／ｍを超えると、レンズ基材表面への濡れ性が悪化するおそれがあ
る。また、少なくとも一方の組成物が表面張力Ｘを有することにより、液だれなどを防ぐ
こともできる。
　ここで、前記組成物（Ｂ）の表面張力Ｘが上記範囲にあるときに上述した効果がより大
きく、さらに、両組成物の表面張力Ｘがともに上記の範囲内にあるときに最も効果が大き
い。
　すなわち、本発明では、従来技術のように組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）を単に混ぜて染
料または顔料の濃度を薄くし、当該組成物を塗布した場合とは全く異なる効果を奏するの
である。
【００２８】
　また、本実施形態における組成物（Ａ）および組成物（Ｂ）の２５℃における粘度は、
０．５ｍＰａ・ｓ以上、２０ｍＰａ・ｓ以下であることが好ましい。当該組成物の２５℃
における粘度が０．５ｍＰａ・ｓ未満であると、塗布層に組成物濃度のムラが生じ、結果
として着色層の色ムラが生じやすくなる可能性がある。一方、２５℃における粘度が２０
ｍＰａ・ｓを超えると、インクジェット方式を用いる際に、吐出が不安定となるおそれが
あり、レンズ基材への塗布層の形成が困難となる。
【００２９】
[塗布工程]
　本実施形態では、組成物（Ａ）および組成物（Ｂ）をレンズ基材の上にインクジェット
方式で塗布する。インクジェット方式とは、一般に１０～１００μｍ径の微小なノズル開
口部と圧力発生素子とが設けられた圧力室にインクが充填され、圧力発生素子を電子的に
制御することによって圧力室内のインクを加圧し、その圧力で、ノズル開口部からインク
を微小な液滴として吐出するものである。圧力発生素子の種類により、ピエゾ素子による
圧電振動子を用いたピエゾ方式や、発熱素子を用い、インクを加熱して気泡を発生させ、
その圧力を利用するインクジェット方式など、種々の方式がある。本発明では、いずれの
インクジェット方式も用いることができる。
【００３０】
　具体的な塗布方法としては、例えば、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）が各々充填され、先
端にノズル開口部を有するインクジェットヘッドを、レンズ基材の表面と略等間隔を保つ
ように制御しつつ、表面を走査させる。そして、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）のノズルか
らの吐出を制御することによって、レンズ基材の必要な部分に両組成物を均一に塗布する
。
【００３１】
　このとき、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）との吐出割合は質量比で、組成物（Ａ）／組成
物（Ｂ）が１／０．５から１／８までの範囲であることが好ましい。前記割合が１／０．
５より大きいと、染料や顔料が均一に塗布されず、色ムラが発生したり、干渉縞が生じた
りする可能性がある。一方、前記割合が１／８より小さいと、染料や顔料の割合が少なす
ぎて、目的の色合いが得られない可能性がある。
【００３２】
　また塗布の際、インクジェットヘッドだけを動かしてもよく、あるいはインクジェット
ヘッドを特定の方向に移動させ、タイミングをとってレンズ基材を前記方向と直交する方
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向に移動させてもよい。
【００３３】
　また、レンズ基材の支持体に首振り運動させることで、インクジェットヘッドとレンズ
基材の表面との間隔を概ね一定にするような塗布方法を採用してもよい。
　また、塗布面としては、レンズ基材の凸面と凹面の両方に塗布してもよく、一方のみに
塗布してもよい。
【００３４】
[定着工程]
　インクジェット方式で塗布した後は、塗布された組成物をレンズ基材のガラス転移点Ｔ
ｇ以下かつ２０℃以上、好ましくは５０℃以上の温度で乾燥してレンズ基材表面に定着さ
せる。これにより、染料あるいは顔料で着色された着色層をレンズ基材表面に形成するこ
とができる。
【００３５】
[本実施形態の効果]
　本実施形態によれば、所望の色合いで、色ムラなく、干渉縞のない眼鏡用のプラスチッ
クカラーレンズが製造できる。製造にあたっては、インク受容層等を形成する必要がなく
、レンズ基材に直接組成物を吐出し、乾燥するだけで、着色層を形成できるため、生産性
が向上する。さらに、着色層の形成には、インクジェット方式を使用するので、所望の色
合いで、色ムラなく、均一な着色層を簡単に形成することができる。
　ここで、図１は従来の塗布層の模式図であり、図２（Ａ）、（Ｂ）は本発明の実施形態
に係る塗布層の模式図である。図２（Ａ）は、インクジェットヘッドＨを図中右方向に走
査させて塗布する場合の模式図であり、図２（Ｂ）は、インクジェットヘッドＨを図中左
方向に走査させて塗布する場合の模式図である。図１に示すように、従来、組成物（Ａ）
をインクジェット法で塗布すると、組成物（Ａ）の液滴Ｌ間に隙間ができ、その結果、塗
布層が均一にはならなかった。これに対し本発明では、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）とを
塗布するため、図２（Ａ）および（Ｂ）に示すように、組成物（Ａ）の液滴Ｌと組成物（
Ｂ）の液滴Ｍとが隙間なく塗布された状態となる。すなわち、塗布層の表面がより平滑に
なる。その結果、均一な着色層が形成できると考えられる。また、組成物（Ａ）と組成物
（Ｂ）との表面張力の関係によっては、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）とが塗布層において
混ざり合うことで平滑化することも考えられる。
【００３６】
　一方、インクジェットヘッドＨとしては、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）とに個別のイン
クジェットヘッドを用いることの他、図３に示すインクジェットヘッドＨ１を用いること
もできる。図３は、インクジェットヘッドＨ１をノズル開口部側から見た平面図である。
図３に示すように、インクジェットヘッドＨ１は、吐出部１、２を備える。吐出部１には
複数のノズル開口部１１が備えられ、吐出部２には複数のノズル開口部１２が備えられて
いる。ノズル開口部１１と１２は、インクジェットヘッドＨを図３に矢印で示す方向に走
査して、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）とを吐出させた際に、レンズ基材表面において塗布
された両組成物間の距離ができるだけ小さくなるよう位置が調整されている。具体的には
、吐出部１と吐出部２を重ね合わせた際に、ノズル開口部１１とノズル開口部１２とが重
ならず、ノズル開口部１１間にノズル開口部１２が位置するよう形成されている。
【実施例】
【００３７】
　以下に、本発明を実施例によりさらに詳しく説明する。
〔実施例１〕
（レンズ基材）
　レンズ基材として、屈折率１．７４のエピスルフィド系プラスチック（セイコーエプソ
ン（株）製、ＳＥＩＫＯ　プレステージ）を使用した。
【００３８】
（組成物Ａの調製）
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　ジエチレングリコール　１０質量％、グリセリン　５質量％、市販顔料インクであるＩ
ＣＣ３８Ａ（シアン）（セイコーエプソン製）　１０質量％、水性ポリエステル樹脂（伊
藤光学株式会社製）が固形分４質量％となるよう配合し、表面張力コントロールのための
界面活性剤であるサーフィノール６１（Ａｉｒ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｉｎｃ．製）、およ
びＦｚ－２１０５（日本ユニカー製）を５０００ｐｐｍずつ添加した。残量を純水とし、
これを、ろ過および脱泡して、組成物（Ａ）とした。
　このときの表面張力は２５℃で２３ｍＮ／ｍであった（協和界面科学製ＤＭ７００を使
用し、懸滴法で測定した。以下、表面張力の測定は同様に行った。）。また、組成物（Ａ
）中の顔料固形分は全組成物基準で１質量％であった。
【００３９】
（組成物Ｂの調製）
　組成物（Ｂ）は、組成物（Ａ）で、顔料インクを加えないことにより調製した。
　このときの組成物（Ｂ）表面張力は２５℃で３０ｍＮ／ｍであった。
　表１に組成物（Ａ）および（Ｂ）の組成を示す。
【００４０】
【表１】

【００４１】
（インクジェット方式による塗布）
　これらの組成物をインクジェットプリンター（ＭＭＰ１８３Ｔ、Ｍａｓｔｅｒｍｉｎｄ
製）を用いて、前述のレンズ基材表面に吐出して塗布し、８０℃３０分で乾燥（硬化）さ
せることにより組成物を定着させ、着色層を形成した。
　この着色層に関して、組成物（Ａ）のみを吐出したときと、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ
）を吐出して塗布した時の色ムラおよび層の均一性を目視により評価した。なお、組成物
（Ａ）と組成物（Ｂ）を吐出した時の吐出割合は、質量比で組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）
が１／２であった。結果を表２に示す。以下、各実施例の評価において、現行製品のメガ
ネレンズと同程度の場合は○、製品として許容範囲ではあるがやや劣る場合を△、製品と
して許容できない場合は×とする。
【００４２】
【表２】

【００４３】
　表２より組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）を別個に吐出することで、色ムラなく均一な着色
層を形成できることがわかる。
【００４４】
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〔実施例２から７まで〕
　界面活性剤の量、種類を変化させて表面張力を調整する以外は実施例１の組成物と同様
の組成で組成物を作成した。そして、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）を吐出した時の吐出割
合を、質量比で組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）が１／１とする以外は、実施例１と同様の手
法でプラスチックレンズに着色層を形成した。界面活性剤には実施例１で用いたものに加
えてメガファックF－４４４（ＤＩＣ製）も用いた。表３に組成物（Ｂ）の組成を、表４
に組成物（Ａ）の組成を示す。
　実施例２から７まで作成した着色層の色ムラおよび層の均一性の評価を行った結果を表
５に示す。
【００４５】
【表３】

【００４６】
【表４】

【００４７】
【表５】

【００４８】
　表５から、組成物（Ａ）および組成物（Ｂ）の表面張力Ｘがともに１５≦Ｘ≦４０のと
き、特に色ムラなく均一な着色層を形成可能であることがわかる。
【００４９】
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　組成物（Ａ）の吐出量に対する組成物（Ｂ）の吐出割合（質量比）を表６に示す質量比
とする以外は、実施例１の同様の組成で組成物を作成し、着色層の均一性を確認した。尚
、吐出量の合計は、同量に設定している。また、組成物（Ａ）の表面張力は２３ｍＮ／ｍ
、組成物（Ｂ）の表面張力は３０ｍＮ／ｍであった。結果を表６に示す。
【００５０】
【表６】

【００５１】
　表６に結果を示すように組成物（Ａ）を１としたときの組成物（Ｂ）の割合が質量比で
０．５から８までの場合に最適な着色層が形成されることがわかる。
【００５２】
〔実施例９〕
　組成物（Ａ）中において顔料固形分を約０．５質量％，１．０質量％，２．５質量％と
した以外は実施例１と同様の組成とした組成物（Ａ）を調製した。そして、組成物（Ａ）
と組成物（Ｂ）を吐出した時の吐出割合を、質量比で組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）が１／
１とする以外は、実施例１と同様の手法でプラスチックレンズ基材に着色層を形成した。
また、組成物（Ａ）の表面張力は２３ｍＮ／ｍ、組成物（Ｂ）の表面張力は３０ｍＮ／ｍ
であった。結果を表７に示す
【００５３】

【表７】

【００５４】
　表７に記載の通り、各顔料固形分に依らず、着色層の均一性、色ムラに問題ない結果を
得た。
　ただし、顔料固形分の割合があまり高過ぎるとインクジェット方式で吐出できない場合
もあるので注意が必要である。
【００５５】
〔実施例１０〕
　顔料の代わりに染料ＩＣ１Ｃ０３（セイコーエプソン製）を用いる以外は実施例１と同
様の組成で組成物（Ａ）を作成した。そして、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）を吐出した時
の吐出割合を、質量比で組成物（Ａ）／組成物（Ｂ）が１／１とする以外は、実施例１と
同様の手法でプラスチックレンズ基材に吐出して塗布し、評価した。なお、組成物（Ａ）
の表面張力は２３ｍＮ／ｍ、組成物（Ｂ）の表面張力は３０ｍＮ／ｍであった。結果を表
８に示す。
　結果は顔料を使用した場合と同様の結果を得た。
【００５６】
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【００５７】
〔実施例１１〕
　金属酸化物ゾルであるルチル型チタニアゾルを添加する以外は実施例1と同様の組成で
組成物（Ａ）、（Ｂ）を作成した。組成物（Ａ）、（Ｂ）の組成を表９に示す。なお、ゾ
ルの固形分は２質量％とした。
　そして、組成物（Ａ）と組成物（Ｂ）を吐出した時の吐出割合を、質量比で組成物（Ａ
）／組成物（Ｂ）が１／１とする以外は、実施例１と同様の手法でプラスチックレンズ基
材に吐出して塗布し、評価した。なお、組成物（Ａ）の表面張力は２３ｍＮ／ｍ、組成物
（Ｂ）の表面張力は３０ｍＮ／ｍであった。結果を表１０に示す。
【００５８】
【表９】

【００５９】
【表１０】

【００６０】
　表１０に示すとおり、ルチル型チタニアゾルの添加による、色ムラおよび層の均一性の
違いは見られなかった。
　なお、目視で確認したところ、金属酸化物ゾルを添加したことにより、プラスチックレ
ンズ基材との屈折率の差が小さくなり、干渉縞が減る効果が得られた。
【符号の説明】
【００６１】
　Ｌ…組成物（Ａ）、Ｍ…組成物（Ｂ）、Ｓ…レンズ基材表面
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